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はしがき

本書は大学の学部生向けの金融経済学の教科書です．15章で構成され，金

融機関や金融市場の働き，企業の資金調達，家計の資産選択，リスク・マネ

ジメント，マネーや金融政策の役割など金融・ファイナンスに関する幅広い

トピックについて，基礎的な知識や考え方を説明していきます．

日本の大学の授業には，伝統的に金融（論）・ファイナンスという科目があ

りますが，本書はそのどちらの授業にも対応しています．その意味は，近年

の金融市場の発展や金融機関の業務の変遷を見てみれば，本書の内容を金融

（論）・ファイナンスの授業で取り上げることが，金融の全体像の理解には必要

不可欠です．上記の各分野に関心のある学生の皆さんはもとより，たとえば，

銀行や証券会社等への就職を希望する人や事業会社の財務部で働くことを希

望する人にとって本書の内容は是非知っておいてほしい事柄です．そういう

意図から，本書の内容を金融経済学 (financial economics)と呼んでいます．

金融経済学という呼び名は学術的な分類としても確立された標準的な呼び

方ですが，金融経済学は経済学の分野の中でもとりわけ急速に発展してきて

いる分野です．その理由の一つに，現実の金融に関わる事と学問としての金

融経済学との間にギャップがあまりないことがあげられるでしょう．たとえ

ば，金融経済学の教科書に出てくるお金の計算の仕方は実務上でも必須のこ

とになっていますし，株価の動きを学問として分析しようとすれば，現実の

取引の仕組みを知ることが必要不可欠です．

このギャップの少なさが金融経済学を経済学の中で最も魅力的な領域にし

ています．あなたが企業の財務担当者として何かを決定しなければならない

ときに，どのような計算がベーシックな方法なのか，あなたがリスクのある
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金融資産を選択するときに，重要なことは何なのかなどの現実的な問題につ

いて，この教科書は教えてくれます．また，金融機関はどのようにして融資

を行っているのか，中央銀行はどのような金融政策を実行していけばよいの

か，利子率やインフレ率，為替レートはどのように変化するのかなどの疑問

にも一定の答えを引き出します．

これらの知識や考え方は，あなたが金融機関や企業の財務部で働くように

なったときに最もその威力を発揮するでしょう．しかし，金融に関わりのな

い仕事につくようになったとしても，お金の流れや金融市場の動きを知って

いれば，あなたの意思決定はそれらが分からないときよりもきっと優れたも

のになっているはずです．また，あなたは将来，個人的にもローンを申し込

んだり，資産選択をすることも必要になってきます．本書を読んで正しい知

識と考え方を身につけていれば，きっと賢い選択ができることと思います．

そのような意味では，大学時代には経済・経営学部に在籍していなかったビ

ジネスパーソンにとっても，本書は金融経済学を学ぶ有効な機会を与えます．

本書では各節の見出しに �記号をつけて，各節の難易度を表しています．
読者（あるいは授業担当者）は自分の必要性に応じて，どの段階まで知識を

えよう（与えよう）とするのかを選ぶことができます．見出しの �は初めの
一歩として，初歩的な知識や考え方を説明している節に，��は初めの一歩を
元にして基礎を固める知識を説明している節に，� � �は考え方を発展させる
ためのやや理論的な関心の高い人に向けた節に付与しています．�と ��のつ
いた節では基本的に表の数値例やグラフを中心に考え方を説明します．また，

数式は多少登場しますが，アルファベットの文字式をできるだけ控え，語句

をそのまま式に表示することを原則としています．

これら 3つの難易度レベルの区分は厳密なものではありませんが，各章の

中で大まかに難易度・知識の基本性を分けています．入門者の中で，金融経

済学の全体をまんべんなく学びたい方は �のついた節だけを初めの一歩とし
て（あるいは �と ��のついた節だけ）を選択して学習してもよいかもしれま
せん．

金融経済学には，コーポレート・ファイナンス（企業財務），資産価格（ア

セット・プライシング），金融論（銀行論），金融政策（貨幣経済学）などの
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分野があります．各分野を中心に学習したい場合は次のように選択するとよ

いでしょう．

コーポレート・ファイナンス：1～7，11章

資産価格：1～4，8，9，11章

金融政策：1～4，9，11～15章

金融（銀行）論：1～7，9～12章

ファイナンス：1～9，11章

本書では，各節の最後に「コンセプト・チェック」を設け，各節の理解を

確かめる簡単な質問が用意されています．また，インターネット付録として

著者のホームページ（http://kshimizu.html.xdomain.jp/）に「本章のポイ

ント」，「練習問題」，および「補足」が利用可能です．これらを利用すれば，

各章の内容を効率的に，また，より深く理解できるでしょう．

本書を読み終えた後，金融経済学に興味をもち，前著『金融経済学』（東京

大学出版会）に挑戦してみたいと思っていただけたなら望外の喜びです．

末筆ではありますが，東京大学出版会の専務理事・黒田拓也氏には本書の

刊行にあたり多大なご尽力を頂きました．ここに記して感謝の意を表します．

2018年 7月

清水克俊　
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